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『イタリアのギター弾き』　いしい こうた　Ishii Kota　1995 年生　クレパス・アクリル絵の具・アートボード　540mm × 380mm　2021 年作

発行日　2022年1月20日（木）
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発行所　〒603-8226
　　　　京都市北区紫野西舟岡町2番地
　　　　ふれあい共生館「きたアトリエ」
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編集協力　株式会社 三六六

会　報
No .２８

天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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２
０
２
１
年
９
月
25
日
（
土
）
〜
10
月
10
日

（
日
）
ま
で
、
第
９
回
天
才
ア
ー
ト
展
「O

PEN
 

STU
D

IO
S

（
オ
ー
プ
ン・ス
タ
ジ
オ
） 2021

」
を
、

拠
点
で
あ
る
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
き
た
ア
ト

リ
エ（
ふ
れ
あ
い
共
生
館
内
）に
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
昨
年
５
月
の
「
き
た
ア
ト
リ

エ
」
へ
の
移
転
後
初
の
ア
ト
リ
エ
公
開
型
の
作
品

展
で
す
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
登
録
作
家

40
人
に
よ
る
約
３
２
０
の
作
品
を
き
た
ア
ト
リ
エ

に
一
堂
に
展
示
し
、
会
期
中
「
い
ま
、
作
品
が
生

ま
れ
る
」
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

作
家
に
よ
る
公
開
制
作
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
展

覧
会
に
合
わ
せ
て
京
都
新
聞
や
読
売
新
聞
か
ら
も

報　　告

展 覧 会

第
９
回
天
才
ア
ー
ト
展

「O
PEN

 STU
D

IO
S

（
オ
ー
プ

ン・ス
タ
ジ
オ
） 2021

」
開
催

こ
の
た
び
、
建
設
現
場
な
ど
の
囲
い
塀
に
作
品

画
像
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
『
青
空
美
術
館
』
の
第

13
号
を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
青
空
美
術
館
は
当
機
構
の
作
品
ア
ー
カ
イ

ブ
を
活
用
し
て
、
耐
候
性
の
あ
る
大
型
画
像
パ
ネ

ル
を
製
作
し
、
工
事
現
場
の
囲
い
塀
に
展
示
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
無
機
質
に
な
り
が
ち
な
工

事
現
場
に
ア
ー
ト
の
彩
り
を
添
え
、
周
囲
に
和
み

と
華
や
ぎ
を
与
え
る
と
と
も
に
、
不
特
定
多
数
の

方
々
に
作
品
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当

機
構
で
は
２
０
１
３
年
に
青
空
美
術
館
第
１
号
を

開
設
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
市
内
12
か
所
で
展
示

し
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
か
ら
多
く
の
反
響
が

届
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
京
都
市
伏
見
区
桃
山
に
あ
り
ま
す
京

都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校
の
校
舎
建
替
え
の
工

事
に
伴
っ
て
開
設
し
ま
し
た
。〝
呉
竹
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〟
の
名
称
で
、
当
機
構
所
属
作
家
と
支
援
学

校
在
校
生
の
作
品
画
像
パ
ネ
ル
に
ロ
ゴ
パ
ネ
ル
・

趣
意
説
明
パ
ネ
ル
と
合
わ
せ
て
45
枚
を
製
作
。
パ

ネ
ル
製
作
を
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ま
の
全
面
支
援
、
会
場
提
供
を
京

都
市
教
育
委
員
会
と
呉
竹
総
合
支
援
学
校
、
パ
ネ

ル
設
営
を
吉
村
・
高
塚
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

会
期
は
、
２
０
２
１
年
12
月
１
日
～
２
０
２
３

年
３
月
の
予
定
で
す
。
晴
天
青
空
の
日
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
設
置
場
所
：
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校

　
（
京
都
市
伏
見
区
桃
山
福
島
太
夫
北
町
52
）

作品展示とともに作家の制作の様子が見られると好評の会場設営

取
材
を
受
け
、
両
紙
と
も
に
記
事
と
し
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
効
果
に
よ
り
、
地
域
の
方
だ
け

で
な
く
遠
方
か
ら
も
非
常
に
多
く
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
企
画
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
天
才
ア
ー
ト

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

展
覧
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

交差点を挟んで左側に呉竹総合支援学校在校生の作品、右側に天才アート KYOTO 登録作家の作品パネルが並んでいます

『
青
空
美
術
館
〝
呉
竹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟』
開
設

京都新聞に掲載された記事
（京都新聞社提供）
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【
天
才
ア
ー
ト
×
チ
ェ
リ
オ
】

【
天
才
ア
ー
ト
×
チ
ェ
リ
オ
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
!!!!

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
「
作
品
ア
ー
カ
イ

ブ
提
供
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、清
涼
飲
料
「
チ
ェ

リ
オ
」
を
展
開
す
る
株
式
会
社
チ
ェ
リ
オ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
様
に
よ
る
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
自
販
機
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
す
。
こ

れ
は
作
品
画
像
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
自
動
販
売
機

を
設
置
し
、
文
化
芸
術
都
市
で
あ
る
京
都
を
盛
り

上
げ
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
認
知
度
を
高

め
る
企
画
で
す
。

そ
こ
で
現
在
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
自
販
機
を
設
置
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
広
報
Ｐ

Ｒ
を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

予　　告

展 覧 会

報 　 告

活　　動

『
天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
!!
～

公
共
空
間
に
ア
ー
ト
彩
り
！
』
展　

本
年
も
２
月
３
日

よ
り
『
公
共
空
間
に

ア
ー
ト
の
彩
り
！
』

展
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
前
回
と
同
じ

四
条
通
り
地
下
通
路

の
麩
屋
町
通
付
近
か

ら
富
小
路
通
西
入
付

近
間
１
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
、
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ

ネ
ル
50
点
を
展
示
し
ま
す
。 

本
展
は
、
当
機
構
収
蔵
の
「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ

デ
ー
タ
」
を
活
用
し
、
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
に
し
て

展
示
し
ま
す
。
や
や
も
す
れ
ば
無
機
質
に
な
り
が

ち
な
公
共
空
間
に
「
ア
ー
ト
の
彩
り
」
と
華
や
ぎ

を
演
出
し
、
Ｐ
２
の
『
青
空
美
術
館
』
と
共
に
通

行
す
る
市
民
や
観
光
客
よ
り
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
よ
り
第
６
回
目
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

会
期
中
ポ
ス
タ
ー
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
、
お
気
に
入
り
の
作
品
や
ポ
ス
タ
ー
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
期
：
２
０
２
２
年
２
月
３
日
（
木
）
～
４
月
３
日
（
日
）

主
催
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力
：
京
都
市
あ
る
く
ま
ち
京
都
推
進
室　
阪
急
電
車

助
成
：
公
益
財
団
法
人
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

東
山
区
人

東
山
区
人
権権
啓
発
展
示

啓
発
展
示

本
展
は
東
山
区
よ
り
依
頼
を
受
け
て
２
０
１
５

年
度
よ
り
開
催
し
、
今
回
で
第
７
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
12
月
13
日（
月
）か
ら
24
日（
金
）

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
機
構
の
２
千
点
を
超
え

る
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
た
「
作
品
ポ
ス

タ
ー
パ
ネ
ル
」
20
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
は
Ｂ
１
判
サ
イ
ズ
（
タ

テ
１
０
３
０
×
ヨ
コ
７
２
８
㎜
）
で
、
東
山
区
総

合
庁
舎
１
階
の
展
示
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
大
型
の

作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
が
醸
す
迫
力
と
個
性
的
な

作
品
群
が
一
堂
に
鑑
賞
で
き
、
た
い
へ
ん
好
評
で

し
た
。

な
お
、
こ
の
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
は
貸
し
出

し
や
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
機
構

W
eb

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

天才アート KYOTO のアーカイブデータがラッピングされた自販機（イメージ写真）

東山区総合庁舎 1 階の展示ホールに設置された作品ポスターパネル

京
都
市
役
所

京
都
市
役
所

市
長
市
応
接
室
に
作
品
展
示

市
長
市
応
接
室
に
作
品
展
示

２
０
２
１
年
11
月
29
日（
月
）
か
ら
、
京
都
市

役
所
の
市
長
応
接
室
に
当
機
構
所
属
作
家
の
大
場

多
知
子
さ
ん
（
１
９
７
７
年
生
）
の
作
品
「
朝

顔
」（
Ｆ
80
号
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
大
場
さ

ん
は
日
常
生
活
の
中
で
見
つ
け
た
「
面
白
い
、
美

し
い
、
印
象
に
残
っ
た
」
と
感
じ
た
植
物
や
動
物

な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ

つ
、
緻
密
に
描
写
し
ま
す
。
朝
顔
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
本
作
は
、
文
化
芸
術
都
市
で
あ
る
京
都
の
重

厚
な
市
役
所
応
接
室
に
彩
り
を
演
出
し
、
訪
れ
る

国
内
外
の
来
訪
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

門川大作京都市長（右）、大場多知子さん（左）

ポスターを見る市民（昨年度の様子）
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

ゲシュタルト
崩壊フラグ

ゲシュタルト崩壊フラグ　Gesyutaruto houkai furagu	
1997年生
彼女は、14歳の頃から自らを「ゲシュタルト崩壊フラグ」（注）と称してい
ます。その作品には、（しばしば残酷で猟奇的な目にあう）少女や生物が
背景に侵食され、その名の通りいつ足元から「世界そのものが崩壊しても
おかしくない」危うさや不穏さと同時に、ユーモラスさが共存しています。

（注）
「ゲシュタルト崩壊」（認知情報処理過程によって発生する知覚における現
象）＋「フラグ」（伏線や予測、定型パターンといったネット上にしばしば
登場するストーリー展開の用語）から

『しか』　W380×H270mm　ペン・色画用紙　2018 年制作

『あおいよると子ども』　W606×H727mm　キャンバス・アクリル絵の具　2019 年制作
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若林 義輝

若林 義輝　Wakabayashi Yoshiki　1998年生
若林が絵を描く時、そこにはモチーフらしいものはありません。しかし、彼はゆっ
くりと「何か」を見つめるように、あるいは道を探索するように描きます。そう
して思索するかのように長い時間をかけて作品が紡ぎ生まれます。そして、作品
が完成すると自らタイトルを付けますが、時に「無題」のままになることもあり
ます。それは、作者にとって造型することが最大の目的であるからです。彼の作
品は、自身の内側で燃え続ける「命」そのものとも言えるかもしれません。

清水 元介

清水 元介
Simizu Motosuke  
1991年生
きらびやかな芸能界、それ
を身近なものとするのが清
水のモチーフです。作品は、
主にコラージュとドローイ
ングで構成され、「AKB」
や「嵐」などのアイドルだ
けでなく、「いないいない
ばあっ !」などのテレビ番
組のキャラクターが登場し
ます。そしてしばしば、自
身や身近な人々が画中に
登場するなど、清水が作
り出す夢の舞台やイベント
はどれも華やかで彩りに満
ちています。

『生命創生 命のはじまり』　W210×H297mm　アートボード・色鉛筆　1998 年制作

『ドラマ』　W174×H270mm　色画用紙・鉛筆・
色鉛筆　2019 年制作

『魔法の靴』　W545×H392mm　画用紙・鉛筆・色鉛筆・アクリル絵の具　2020 年制作
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り
、
全
く
知
ら
な
い
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
、
風
神
雷

神
の
模
写
の
写
真
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
り
し
て
い
る

の
を
見
る
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
約
２
カ
月
程
の
入
院
・

治
療
中
は
、
制
約
さ
れ
た
中
で
も
、
持
参
し
て
い

た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
色
鉛
筆
で
一
輝
ワ
ー
ル
ド

を
発
揮
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
模
写

で
す
。

一
輝
は
私
た
ち
家
族
に
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る

存
在
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

進
行
が
遅
い
病
気
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
的

に
若
い
の
で
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
、
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
平
穏
に
、
そ
し
て
、
安
ら
げ
る

よ
う
に
生
活
し
て
い
っ
て
も
ら
う
た
め
、
い
ろ
ん

な
面
か
ら
の
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々

に
感
謝
し
な
が
ら
、
緩
く
楽
し
く
過
ご
し
て
く
れ

る
こ
と
が
、
現
在
の
私
た
ち
家
族
の
一
輝
に
対
し

て
の
唯
一
、
心
か
ら
の
願
い
で
す
。

●
誕
生
か
ら
就
学
ま
で

令
和
３
年
の
４
月
、
息
子
で
あ
る
一
輝
の
病
気

が
判
明
し
ま
し
た
。『
悪
性
リ
ン
パ
腫
・
ス
テ
ー

ジ
４
』
と
診
断
さ
れ
、
私
の
頭
は
真
っ
白
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
病
気
ら
し
い
病
気
な
ど
わ
ず

ら
っ
た
こ
と
の
な
い
健
康
な
青
年
と
家
族
み
ん
な

が
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
我
が
家
の
次
男
で
あ
る
一
輝
の
障
害

は
、
長
男
の
言
葉
の
遅
れ
を
相
談
し
に
行
っ
た
児

童
相
談
所
の
先
生
か
ら
、「
お
兄
ち
ゃ
ん
は
大
丈

夫
だ
け
ど
一
輝
君
の
方
が
気
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、

１
歳
半
で
知
的
障
害
を
伴
う
自
閉
症
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。

診
断
を
受
け
て
か
ら
ど
う
や
っ
て
帰
宅
し
た
の

か
…
。
近
所
の
マ
マ
友
に
声
を
か
け
ら
れ
て
は
じ

め
て
気
づ
い
た
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
部
分
だ
け
、
私

の
記
憶
が
す
っ
ぽ
り
と
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。

２
歳
児
か
ら
洛
西
に
あ
る
『
洛
西
愛
育
園
』
に

４
年
間
通
園
し
ま
す
。
バ
ス
通
園
だ
っ
た
の
で
帰

り
の
バ
ス
で
は
常
に
お
昼
寝
状
態
だ
っ
た
の
が
、

一
輝
に
と
っ
て
か
わ
い
そ
う
で
辛
い
の
で
は
な
い

か
、
本
当
な
ら
家
で
お
昼
寝
さ
せ
て
い
た
は
ず
だ

と
申
し
訳
な
く
、『
普
通
』
に
産
ん
で
や
れ
な
く

て
ご
め
ん
な
さ
い
と
、
自
責
の
思
い
で
一
杯
で
し

た
。
が
、
そ
ん
な
思
い
も
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
、
園
で

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
さ
せ
も
ら
い
、
し
つ
け
も

私
以
上
に
し
て
い
た
だ
き
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
園
さ
ま
さ
ま
で
し
た
。

就
学
時
期
に
な
り
、
こ
の
子
に
と
っ
て
地
域
の

学
校
が
良
い
の
か
、
支
援
学
校
が
良
い
の
か
散
々

悩
み
ま
し
た
。
こ
の
悩
み
は
障
害
が
あ
る
子
供
の

親
な
ら
通
る
道
だ
と
思
い
ま
す
。
療
育
を
受
け
て

行
く
上
で
主
人
と
私
は
、
支
援
学
校
に
入
学
を
決

め
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
子
供
を
持
つ
お
母
さ
ん

達
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
や
喜
び
が
共
用
で
き
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
気
持
ち
的
に
ず
い
ぶ
ん
と
助

け
ら
れ
ま
し
た
。

●
模
写
と
の
出
合
い

支
援
学
校
の
中
学
部
の
時
で
し
た
。
担
任
の
先

生
か
ら
の
連
絡
帳
に
は
そ
の
先
生
ら
し
い
イ
ラ
ス

ト
が
挿
し
絵
状
態
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
先
生
の
絵
の
横
に
は
鉛
筆
で
同
じ

よ
う
な
絵
が
力
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
一
輝
が
描
い
た
も
の
か
ど
う
か
分
か
ら
ず

不
思
議
で
、
先
生
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
「
僕
の

絵
を
模
写
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
」
と
。
そ
れ
か
ら

毎
日
毎
日
先
生
の
イ
ラ
ス
ト
の
横
に
は
同
じ
よ
う

な
、
一
輝
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

今
日
は
ど
ん
な

絵
な
ん
だ
ろ
う
。

と
、
連
絡
帳
を
読

む
よ
り
も
、
見
る

の
が
一
つ
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
お
そ
ら
く

こ
の
時
が
一
輝
に

と
っ
て
の
得
意
分

野
で
あ
ろ
う
模
写

が
始
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

そ
し
て
中
３
の

時
に
開
設
さ
れ
た
『
ア
ト
リ
エ
金
ゴ
ゴ
』
の
授
業

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
一
輝
に
と
っ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
と
に
か
く
描
き
は
じ
め
た
ら
集
中
力

が
発
揮
さ
れ
、
ひ
た
す
ら
描
い
て
ま
す
。
家
で
も

鉛
筆
・
色
鉛
筆
で
た
だ
ひ
た
す
ら
描
い
て
色
塗
り

に
没
頭
で
す
。

支
援
学
校
か
ら
出
品
し
て
も
ら
っ
た
絵
画
が
表

彰
さ
れ
た
り
、
外
国
の
姉
妹
都
市
へ
の
交
歓
作
品

と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
家
族
の
中
で
は

一
番
の
賞
状
持
ち
で
す
。

●
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
広
が
る
世
界

高
３
の
時
、
天
才
ア
ー
ト
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、行
動
範
囲
が
広
が
っ
た
の
は
、一
輝
に
と
っ

て
も
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
も
す
ご
く
あ
り
が
た

い
こ
と
で
し
た
。

一
輝
の
描
い
た
絵
が
ア
ト
リ
エ
会
の
仲
間

の
絵
と
一
緒
に
、
あ
ち
こ
ち
に
展
示
さ
れ
た

絵
を
通
し
て
広
が
る
一
輝
ワ
ー
ル
ド  

三
津
田 

千
恵
子

ご家族さま
より寄稿

大好きなパズルと三津田一輝さん

『アトリエ金ゴゴ』の授業で制作した作品
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理
事
　
北き
た
ば波

　
博ひ
ろ
し

２
０
２
１
年
７
月
１
日
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
の
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
北
波

博
と
申
し
ま
す
。
一
言
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

私
が
初
め
て
障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
に
触
れ

た
の
は
、
三
条
寺
町
の
角
に
あ
っ
た
画
廊
で
し
た
。

私
は
中
学
校
美
術
科
教
員
を
し
て
い
た
の
で
す
が

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
か
ら
中
学
校
と
高
等
学

校
の
美
術
科
教
育
を
担
当
す
る
京
都
市
教
育
委
員

会
学
校
指
導
課
指
導
主
事
に
な
り
ま
し
た
。
職
場

は
高
島
屋
の
南
に
あ
る
京
都
市
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
で
し
た
が
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
は
学
校
指
導

課
が
あ
る
御
池
通
の
市
役
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
寺
町
通
を
四
条
か
ら
御
池
ま
で
往
復
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
少
し
時
間
が

あ
る
時
に
立
ち
寄
っ
た
画
廊
に
展
示
さ
れ
て
い
た

作
品
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
構
図
も
よ
く
、
透
明

感
の
あ
る
色
彩
が
美
し
か
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま

す
。
京
都
市
の
南
の
方
に
あ
る
病
院
の
患
者
さ
ん

の
作
品
で
し
た
。

理
事
　
藤ふ
じ
さ
わ澤

　
三み
　か佳

こ
の
度
、
新
し
く
特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
碍

者
芸
術
推
進
研
究
機
構
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
）
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
京
都
芸
術
大
学
の
藤
澤
と
申
し
ま
す
。

ア
ー
ト
に
よ
る
自
己
表
現
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に

人
が
意
欲
を
も
っ
て
楽
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
き
て
、
専
門
は
心
理

学
と
ア
ー
ト
を
結
ぶ
あ
た
り
で
す
。
勤
務
大
学
で

は
「
芸
術
と
心
理
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ト
リ
エ
で
ア
ー

ト
を
拝
見
し
て
作
家
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
て
い

る
と
、
本
当
に
自
由
に
創
作
で
き
る
こ
と
が
う
れ

し
い
と
話
さ
れ
ま
す
。
あ
え
て
「
指
導
」
は
さ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、「
こ
こ
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
」
と
ス
タ
ッ
フ
の
先
生

に
聞
く
と
、
一
生
懸
命
一
緒
に
考
え
て
下
さ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
理
想
的
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
指
導
や
手
を
加
え
ら
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た
り
、
見
学
し
た
他
の
施
設
で

は
、
先
生
が
作
品
に
一
本
線
を
入
れ
た
だ
け
で
二

度
と
描
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
も
あ

り
ま
す
。

重
光
先
生
に
以
前
、
ど
う
し
て
ア
ー
ト
活
動
な

の
か
と
伺
う
と
、「
本
人
が
主
体
的
に
で
き
る
究

極
の
も
の
が
ア
ー
ト
だ
と
思
っ
た
の
で
」
と
い
う

お
返
事
で
し
た
。
天
才
ア
ー
ト
が
設
立
さ
れ
る
以

前
か
ら
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
、
そ
こ
で
自

由
に
描
い
て
い
い
と
言
わ
れ
て
、
皆
さ
ん
が
と
て

も
喜
ん
で
表
現
し
た
と
い
う
お
話
も
家
族
の
方
か

ら
伺
い
、
作
家
の
表
現
意
欲
に
寄
り
添
っ
た
関
わ

り
方
が
原
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
天
才
ア
ー
ト
は
個
々
の
作
家
ご
と

に
表
現
が
本
当
に
多
様
で
、
個
性
が
自
由
に
豊
か

に
発
揮
さ
れ
た
作
品
が
多
い
で
す
ね
。
微
力
で
す

が
、
天
才
ア
ー
ト
の
皆
さ
ん
の
魅
力
を
発
信
・
伝

え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
京
都
芸

術
大
学
教
授
。
単
著
に
『
生
き
づ
ら
さ
の
自
己
表

現
～
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
る
「
生
」』
晃

洋
書
房
（2014

）。
京
都
芸
術
大
学
で
行
っ
た
平

川
精
神
科
病
院
造
形
教
室
と
の
共
同
開
催
の
展
覧

会
と
し
て
「
臨
床
の
ア
ー
ト
展
」、「
臨
生
の
ア
ー

ト
展
」、
知
的
障
害
者
厚
生
施
設
み
ず
の
き
ア
ト

リ
エ
作
品
を
扱
っ
た
「
無
心
の
画
家
た
ち
展
」
等
。

そ
の
後
、
中
学
校
長
を
経
て
美
術
系
大
学
で
教

育
課
程
論
や
美
術
科
教
育
法
等
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
「
ア
ー
ル・ブ
リ
ュ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
も
講
義
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
展
や
講
演
会
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

共
生
社
会
の
実
現
は
、
今
を
生
き
る
我
々
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
時
、
障
碍

の
あ
る
人
だ
け
の
作
品
展
は
あ
る
し
、
障
碍
の
な

い
人
だ
け
の
作
品
展
も
あ
り
ま
す
が
、
障
碍
の
あ

る
人
と
な
い
人
の
作
品
を
一
緒
に
展
示
し
た
作
品

展
が
無
か
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

勤
務
し
て
い
た
大
学
付
属
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
す
展
覧

会
」
と
い
う
題
名
の
展
覧
会
を
学
生
と
共
に
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
展
覧
会
は
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
か
ら
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
と
大
学
の

学
生
の
作
品
等
を
交
互
に
展
示
す
る
と
い
う
内
容

で
し
た
。
観
た
人
か
ら
は
、「
障
碍
の
あ
る
人
と

な
い
人
の
作
品
の
見
分
け
が
つ
か
な
か
っ
た
」
と

い
う
声
も
多

く
聞
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う

な
経
験
を
生

か
し
て
、
皆

さ
ま
の
お
役

に
立
て
れ
ば

幸
い
で
す
。

今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

    
新
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶

第2回「共生社会の実現に向けて一歩を踏み出す展覧会」
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■ 
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
提
供
の
事
業
化

当
機
構
で
は
所
蔵
作
品
４
千
点
の
内
、
こ
れ
ま

で
に
２
千
点
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
高
精
細
の
作

品
画
像
と
し
て
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
40
人
に

お
よ
ぶ
所
属
作
家
の
作
品
群
は
い
ず
れ
も
個
性
豊

か
で
、
観
る
人
に
斬
新
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

こ
の
「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
」
を
企
業
・

自
治
体
等
に
商
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
広
報
誌
・ 

Ｐ
Ｒ
誌
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
提
供
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に

当
た
っ
て
は
規
定
の
画
像
使
用
料
を
頂
き
、
作
家

に
「
著
作
料
」
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
で
、
そ
の

経
済
的
自
立
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
企
業
様
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
あ
る
い
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環
と
し
て
も
貢
献
で
き
ま
す
。

所
蔵
作
品
は
毎
年
約
５
０
０
点
ず
つ
増
加
し
て

お
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て

ゆ
き
ま
す
の
で
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の

個
性
豊
か
な
作
家
と
作
品
群
か
ら
イ
メ
ー
ジ
に

マ
ッ
チ
す
る
も
の
を
ぜ
ひ
ご
採
用
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
ご
採
用
例 （
敬
称
略
）

ふ
ろ
し
き
：
む
す
び
Ⓒ 

山
田
繊
維
株
式
会
社
／
和
ろ

う
そ
く
：
有
限
会
社
中
村
ロ
ー
ソ
ク
／
市
民
啓
発
用

エ
コ
バ
ッ
グ
他
：
京
都
市
環
境
政
策
局
／
京
野
菜
販

促
パ
ッ
ケ
ー
ジ
：
一
般
社
団
法
人
京
都
発
明
協
会
／

季
報
表
紙
： 

公
益
財
団
法
人
世
界
人
権
問
題
研
究
セ

ン
タ
ー
／
広
報
誌
表
紙
：
株
式
会
社
増
田
医
科
器
械

／
会
誌
表
紙
：
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
／
年
賀
は

が
き
：
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
他

【W
eb

】http//tensai-art.kyoto/activity/
archive_of_w

orks 

、ま
た
は
検
索「
天
才
ア
ー
ト
」

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

い
し
い
の
作
品
は
、そ
の
多
く
が
「
人
の
感
情
」
や
「
動

物
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
、
近
代
絵
画
や
漫
画
表

現
な
ど
か
ら
の
影
響
も
貪
欲
に
受
け
入
れ
、
混
沌
と

し
た
世
界
を
描
き
出
し
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
や
ク

レ
パ
ス
、
鉛
筆
な
ど
を
用
い
て
、
一
度
制
作
に
取
り
か

か
る
と
止
ま
る
こ
と
な
い
雄
牛
の
よ
う
な
勢
い
で
パ
ワ

フ
ル
に
描
き
ま
す
。

特
に
こ
の
作
品
「
イ
タ
リ
ア
の
ギ
タ
ー
弾
き
」
は
、
刻

む
よ
う
に
、
塗
り
固
め
る
よ
う
に
描
か
れ
、
そ
の
筆
致

の
激
し
さ
と
裏
腹
に
ど
こ
か
哀
愁
を
帯
び
て
い
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
干
支
は「
壬
寅（
み
ず
の
え
と
ら
）」で
、「
陽

気
を
孕
み
、
春
の
胎
動
を
助
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う

で
す
。
厳
し
い
冬
を
越
え
て
芽
吹
き
始
め
、
新
し
い
成
長
の

礎
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も

収
束
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ト

リ
エ
で
の
制
作
活
動
も
今
ま
で
と
は
違
っ
た
状
況
が
続
き
ま

す
が
、
明
け
な
い
夜
は
な
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
足
元
を
見
つ
め
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
の
年
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広告協賛企業（順不同）
わたしたちは天才アート KYOTO の活動に賛同しています

『イタリアのギター弾き』いしい こうた　Ishii Kota　1995 年生　クレパス・アクリル絵の具・
アートボード　540mm × 380mm　2021 年作

■ 

会
員・寄
付
お
よ
び

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
創
作
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
、
作
品
を
創
る
環
境
を
整
え
、
作
品
を

ア
ー
カ
イ
ブ
（
記
録
・
保
存
）
し
、
作
品
を
商
品

化
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
実
現
さ
せ
て
い
く
こ

と
、
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
…
な
ど
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ト
を
勉
強
中
の
学
生
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
社
会
人
の
皆
さ
ん
、
社
会

貢
献
に
興
味
の
あ
る
方
、
特
技
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
て
、私
た
ち
の
活
動
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
以
下
の
よ
う
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
会
報
・
広
報
活
動
の
企
画
・
編
集

②
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
化
・
商
品
化
な
ど
の
企
画

③
そ
の
他
、
得
意
分
野
を
活
か
し
た
活
動
な
ど

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tensai-art.kyoto

■ 

会
報
広
告
主
さ
ま 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
展
示
会
の
予
告
や

報
告
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
報
告
、
登
録

作
家
の
作
品
紹
介
や
ご
家
族
か
ら
の
寄
稿
文
な
ど
、

当
機
構
に
関
わ
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号
３
、５
０
０
部
で
、
会

員
・
協
賛
団
体
、
関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な

ど
に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
さ

ま
や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で


